
（8）令和４年（２０２２年）１０月３０日 No.226町田市議会だより

この広報紙は ８７，８２６部作成し、１部当たりの単価は １９円です。（職員人件費を含みます。）

◎
９
月
定
例
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会
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期
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会
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革
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特
別
委
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　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテープ版、

デイジー版）の「町田市議会だより」を発行しています。

ご希望の方は、議会事務

局調査法制係（☎０４２－

７２４－４０４９）までお申し込

みください。

アカウント
町田市議会
（町田市公式）
＠machida_gikai

Twitterで
発信しています!

～常任委員会の活動状況～

　

町
田
市
市
税
条
例
の
附
則
を
改

め
、
都
市
計
画
税
の
基
準
税
率
で

あ
る
１
０
０
分
の
０
．
３
を
、
１

０
０
分
の
０
．
０

３
削
減
し
、
納

税
者
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
も

の
で
す
。

　

９
月
３０
日
の
本
会
議
で
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
７０
号　
町
田
市
職
員
の
定

年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
８３
号　
町
田
市
個
人
番
号

及
び
特
定
個
人
情
報
の
利
用

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

高
校
生
等
の
医
療
費
の
助
成
、

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
及

び
心
身
障
害
者
の
福
祉
手
当
の
支

給
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
個

人
番
号
を
利
用
し
、
必
要
な
情
報

を
取
得
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

第
８７
号　
町
田
市
民
病
院
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

厚
生
労
働
省
告
示
の
改
正
に
伴

い
、
町
田
市
民
病
院
の
使
用
料
を

改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

第
９０
号　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

１
号
デ
ッ
キ
上
屋
補
修
工
事

請
負
契
約

　

２
０
１
９
年
度
に
策
定
し
た
町

田
市
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
長

寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
１
号
デ
ッ
キ
の
上

屋
補
修
を
行
う
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

第
９２
号　
南
大
谷
子
ど
も
ク

ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
を
管
理

す
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を

強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
支

援
を
求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
１
件
を
可

決
し
、
議
長
名
で
関
係
行
政
庁
へ

提
出
し
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
の
会
派
別
収
支

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
３
年
度
政
務

令
和
３
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

告
に
つ
い
て

令和3年度政務活動費会派別収支報告一覧表

第
８５
号　
町
田
市
教
育
環
境

整
備
地
区
建
築
条
例

　

議
員　
教
育
環
境
整
備
地
区
と

は
何
か
。
地
域
と
の
関
係
は
ど
う

か
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　
都
市
計

画
法
に
基
づ
き
、
用
途
地
域
を
補

完
し
て
定
め
る
特
別
用
途
地
区
の

種
類
の
一
つ
で
、
町
田
市
が
独
自

に
定
め
る
も
の
で
す
。
地
区
を
指

定
し
、
地
区
内
で
の
建
築
制
限
の

強
化
及
び
緩
和
な
ど
を
行
う
本
条

例
を
定
め
る
こ
と
で
、
町
田
市
都

市
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

町
田
市
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進

計
画
な
ど
の
上
位
計
画
で
位
置
づ

け
ら
れ
た
学
校
施
設
の
多
機
能
化

や
、
他
の
公
共
施
設
と
の
複
合
化

な
ど
を
検
討
す
る
上
で
、
多
様
な

選
択
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
地
域

と
の
関
係
は
、
中
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
予
定
地
と
な
っ
て
い

る
旧
忠
生
第
六
小
学
校
と
東
光
寺

公
園
に
つ
い
て
は
、
２２
年
７
月
に

山
崎
団
地
自
治
会
と
南
成
瀬
東
町

内
会
の
役
員
の
方
々
へ
、
都
市
計

画
案
の
内
容
と
併
せ
て
、
本
条
例

で
制
限
す
る
内
容
を
ご
説
明
し
て

お
り
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

議
員　
今
後
、
新
た
な
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
こ
の
条
例

を
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　
新
た
な

学
校
づ
く
り
を
検
討
す
る
上
で
多

様
な
選
択
が
可
能
と
な
る
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
検
討
に

お
い
て
、
統
合
す
る
学
校
や
跡
地

に
計
画
す
る
建
築
物
の
用
途
が
都

市
計
画
法
上
の
用
途
地
域
に
適
合

し
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
都
市
計
画
決
定
と
併
せ

て
本
条
例
を
拡
充
し
て
適
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
８７
号　
町
田
市
民
病
院
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

議
員　
条
例
改
正
を
行
う
理
由
、

目
的
は
何
か
。
条
例
改
正
に
よ
る

影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

市
民
病
院
事
務
部
長　
厚
生
労

働
省
の
告
示
に
お
い
て
、
一
般
病

床
数
２
０
０
床
以
上
の
地
域
医
療

支
援
病
院
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
要
件
に
適
合
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
紹
介
状
を
持
た
ず

に
直
接
来
院
し
た
初
診
患
者
等
に

対
す
る
非
紹
介
患
者
加
算
料
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。
本
加
算
料
は
、

国
が
病
院
と
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

診
療
所
、
い
わ
ゆ
る
か
か
り
つ
け

と
の
機
能
分
担
を
図
る
目
的
で
定

め
た
も
の
で
す
。
条
例
改
正
に
よ

る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
に
つ
い
て
で
す
が
、
医
療
機

関
の
機
能
分
担
が
よ
り
推
進
し
、

医
療
連
携
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

予
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紹
介

状
を
持
参
せ
ず
に
来
院
す
る
患
者

数
が
減
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す

の
で
、
外
来
の
待
ち
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
救
急
、
手
術
、
入
院
患
者

へ
の
対
応
が
強
化
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

議
員　
周
知
の
方
法
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
、
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　

市
民
病
院
事
務
部
長　
現
在
、

院
内
の
医
師
、
看
護
師
、
受
付
委

託
業
者
等
に
は
、
説
明
会
を
設
け

周
知
徹
底
し
て
お
り
、
市
民
の
方

向
け
に
は
、
院
内
掲
示
と
か
院
内

放
送
等
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
れ
ん
け
い
通
信

を
発
行
し
、
そ
れ
を
通
じ
、
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
の
　

本
会
議
の
　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

　

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
は
、

女
性
の
経
済
的
自
立
、
ま
た
女
性

人
材
の
成
長
産
業
へ
の
円
滑
な
移

動
支
援
を
図
る
観
点
か
ら
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
政
府
が
策
定
し
た

「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ
ラ

ン
」
の
着
実
な
遂
行
と
実
現
は
、

我
が
国
の
国
際
競
争
力
を
高
め
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
不

可
欠
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
こ
と
で
、
大
都
市
一
極
集
中
に

よ
る
人
口
の
過
度
の
偏
在
の
緩
和

や
、
感
染
症
等
の
リ
ス
ク
の
低
減

も
図
れ
る
と
し
て
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
に
お

い
て
は
、
地
方
に
お
け
る
女
性
デ

ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進

す
る
た
め
、
必
要
な
支
援
の
実
施

や
予
算
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
７
件
宛
て

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

● ● ● 委員会の行政視察 ● ● ●
　各委員会は、情報を収集し、専門的知識を深め、優れた施策を市政に反映させるため、先進地等を視察して、特定事件について
調査をします。２つの常任委員会が次のとおり視察に行きました。

年度
委員会

令和４年(２０２２年)
日程 視察先 視察項目 視察内容

健康福祉
１０月３日 

～  
１０月４日

加古川市（兵庫県） 加古川市がん患者医療用補装具購
入費助成事業について

事業の概要や実績、関係機関との連携について
調査しました。

長久手市（愛知県） 買い物リハビリについて 事業の概要や実績などについて調査しました。

建設
１０月１７日 

～  
１０月１９日

宮崎市（宮崎県） エコクリーンプラザみやざきにつ
いて

エコクリーンプラザみやざきの概要、環境学習
施設の活用状況などについて調査しました。

鹿児島市（鹿児島県）加治屋まちの杜公園Ｐａｒｋ－ＰＦＩ事業
について

事業の概要や背景、来園者、地域住民の評価や
反応などついて調査しました。

北九州市（福岡県） ２０２５年度公共施設の再エネ１００％電
力化について

取組を開始した経緯と今後の課題などについ
て調査しました。

　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、市民と議会の意見を交換する場とし
ています。懇談会で出された意見については、議会活動に反映させていただきます。９月に開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会

９月２７日 特定非営利活動法人東京養育家庭の会みどり
支部町田 ○養育家庭について意見交換 文教社会

（単位：円）

会派名 自由民主党 公明党 まちだ市民
クラブ 日本共産党 保守の会 諸派

（新井よしなお）
諸派

（友井和彦）
諸派

（藤田学）
諸派

（矢口まゆ）
諸派

（熊沢あやり）
所属議員数※１

（令和４年３月８日時点） ９人 ６人 ６人 ４人 ４人 １人 １人 １人 １人 １人

交付月数

令和３年５月１日付けで１
人会派加入、令和３年６
月１日付けで２人辞職、
令和３年１１月２２日付けで
１人会派脱退のため、８
人は１２ヶ月分、１人は加
入後の１１ヶ月分、２人は
辞職までの２ヶ月分、１
人は脱退までの８か月分

１２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分

令和３年５月
３１日付けで
１人辞職の
ため、４人は
１２ヶ月分、
１人は辞職
までの２ヶ
月分

１２ ヶ月分 １２ ヶ月分

令和３年４
月３０日付
けで会派
解散のた
め、解散
ま で の １
ヶ月分

１２ ヶ月分

令 和３ 年 
１１月２２日
付けで会
派結成の
ため、結
成 後の ４
ヶ月分

収入額（交付額）※２ ７，１４０，０００ ４，３２０，０００ ４，３２０，０００ ２，８８０，０００ ３，０００，０００ ７２０，０００ ７２０，０００ ６０，０００ ７２０，０００ ２４０，０００

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
調査活動費 ２３２，６９０ ３２９，３２４ ２９７，４８７ ０ ２６２，１９７ ６３，０１４ １８３，６９０ ２，１３６ ０ ０
研修・研究
・会議費 １０，６５０ ５，４９９ １１４，６２８ ０ ２７，０００ ５，０００ ０ ０ ０ ０
資料作成費 ４６０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
資料購入費 ８１９，６８１ ５３５，２０２ ２９９，０２７ １１１，０２４ １１７，３２５ １９９，９０９ １０５，６９１ ４，０１２ １３，７３０ ０
広報費 ３，６７１，２７７ ２０３，０１４ ３，３８３，６６６ １，１２１，６４８ ２，７０８，１８２ １９７，５８３ １２０，０００ ０ ０ ０

通信運搬費 ４１３，７８７ ４４９，７８９ ３８３，７９０ ０ １９６，２２３ １９５，４００ １２４，３３３ ０ ０ ０
事務費 ６２８，６６７ ２２６，２４９ ４５７，２６７ ３９７，６５５ ９３，２４５ １０１，５０７ ３４５，１５５ １２３，１００ ０ ０
合計 ５，７７７，２１２ １，７４９，０７７ ４，９３５，８６５ １，６３０，３２７ ３，４０４，１７２ ７６２，４１３ ８７８，８６９ １２９，２４８ １３，７３０ ０

残余金（返還額） １，３６２，７８８ ２，５７０，９２３ ０ １，２４９，６７３ ０ ０ ０ ０ ７０６，２７０ ２４０，０００
※：町田市議会議員選挙により、令和４年３月８日までが任期となっています。
※１：年度中に解散した会派については、解散日時点の人数です。※２：収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額
６万円を乗じて得た金額の月数分です。
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